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◆◇◆ ポイント演習１ ◆◇◆

流水のはたらきについて、次の問いに答えなさい。

（1） 岩石が温度変化や水の影響で、表面からくずれていくことを何といいますか。

（2） 川などの流水のはたらきには、次のア～ウのようなはたらきがある。流れの遅

いところで最もはたらきが大きくなるのはどれか。記号で答えなさい。

ア．けずるはたらき イ．運ぶはたらき ウ．積もらせるはたらき

（3） 右図は、河口付近の海底に堆積した土砂を真上から見たものである。最も粒

の小さいものが堆積しているところをA～Cから選び、記号で答えなさい。

次の問いに答えなさい。

（1） 図1は、川の水によって運ばれた土砂が海底に堆積

するようすを表したものである。A～Cには何が堆積し

ているか。次のア～ウからそれぞれ選び、記号で答え

なさい。

ア．泥 イ．砂 ウ．小石（れき）

（2） 図2は、あるがけに見られた地層のようすを表したものである。Xの部

分が堆積していたころ、このあたりの海の深さはどのように変化した

か。次のア～ウから選び、記号で答えなさい。

ア． しだいに浅くなっていった。 イ． しだいに深くなっていった。

ウ． 変わらなかった。

（3） 図3のような断層の上下のずれは、地層にどのような向きの力がはたらいて

できたものか。次のア～エから選び、記号で答えなさい。

ア イ ウ エ

図３

小石の層

砂の層

泥の層

X

図２

川 海水面

A

B
C

図1

A ( ) B ( ) C ( )

( )

( )

●ポイント25● 「実戦DO!」 P20【地層】
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海岸
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川
( )

( )

見本



- 95 -

右図は、あるがけの地層を観察し、スケッチしたものである。Xの部分

が堆積していたころ、このあたりの海の深さはどのように変化したか。次

のア～ウから選び、記号で答えなさい。

ア．しだいに浅くなっていった。 イ．しだいに深くなっていった。

ウ．変わらなかった。

右図は、あるがけで観察した地層のスケッチである。これについ

て、次の問いに答えなさい。

（1） この近くで、火山の噴火があったと考えられる層はどれか。A～D

から選び、記号で答えなさい。

（2） この地層が堆積していたころ、このあたりの海の深さはどのよう

に変化したか。次のア～ウから選び、記号で答えなさい。

ア．しだいに浅くなっていった。 イ．しだいに深くなっていった。 ウ．変わらなかった。

次の問いに答えなさい。

（1） 右図のように、地層が上下にずれた状態のものを何といいますか。

（2） どのような向きの力がはたらくと、右図に見られるようなずれが生じるか。

次のア～エから選び、記号で答えなさい。

ア イ ウ エ

次の問いに答えなさい。

（1） 右図のように、地層が波状に曲げられた状態のものを何といいますか。

（2） どのような向きの力がはたらくと、右図に見られるような波状に曲げられた地

層が生じるか。次のア～エから選び、記号で答えなさい。

ア イ ウ エ

4

5

3

2

( )

( )

小石の層

火山灰の層

砂の層

A

B

C

D泥の層

小石の層

砂の層

泥の層

X( )

( )

( )

( )

( )
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図1は同じ標高の少しずつ離

れた3地点A～Cの地層を柱状図

にしたもので、図2は3地点A～C

の位置を示したものである。この

地域の地層は、どの方角に傾いて

いますか。

図1は同じ標高の少しずつ離

れた3地点A～Cの地層を柱状図

にしたもので、図2は3地点A～C

の位置を示したものである。この

地域の地層は、どの方角に傾いて

いますか。

図1はある地域の地形図

で、実線は等高線を示してい

る。図2は図1中のA～Cの各

地点でボーリング調査を行っ

て作成した柱状図と、地表面

からの深さを示したものであ

る。この地域の地層は、どの方角に傾いていると考えられますか。

図1は同じ標高の少しずつ離

れた3地点A～Cの地層を柱状

図にしたもので、図2は3地点A

～Cの位置を示したものである。

この地域の地層は、どの方角に

傾いているか。東、西、南、北の

いずれかで答えなさい。

A CB

図1 図２

A

CB泥の層

砂の層

小石の層

火山灰の層

( )

●ポイント26● 「実戦DO! 」 P21【柱状図】
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泥の層

砂の層

小石の層

火山灰の層

A CB
A

CB

図1 図２
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図1はある地域の地形図

で、実線は等高線を示してい

る。図2は図1中のA～Cの各

地点でボーリング調査を行っ

て作成した柱状図と、地表面

からの深さを示したものであ

る。この地域の地層は、どの方角に傾いていると考えられますか。

図1は、ある山のがけの断面を示したもので、A～

Cの3地点で地層の観察をした。図2は、そのスケッチ

である。この地域の地層はすべて水平に堆積している

ものとすると、図1のX地点の地層はどのようになって

いると考えられるか。次のア～エから選び、記号で答

えなさい。

ある山のがけの3地点A、B、Cで地層のつくりを

調べた。図1、2は調査地点の位置や地層の重なり方

を表したものである。この地域の地層はすべて水平に

堆積しているものとすると、図1のX地点の地層の重

なり方として考えられるものを次のア～エから2つ選

び、記号で答えなさい。
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岩石について、次の問いに答えなさい。

（1） 次の①～⑤は、何という岩石について述べたものか。それぞれ岩石の名称を答えなさい。

① 泥が堆積して、固まった岩石。

② 火山灰が堆積し、固まった岩石。

③ 小石が砂や泥といっしょに固まった岩石。

④ 生物の遺がいが沈殿してできたもので、塩酸をかけてもとけない岩石。

⑤ 生物の遺がいが沈殿してできたもので、塩酸をかけると、とけて二酸化炭素を発生する岩石。

（2） （1）の①～⑤の岩石をまとめて何といいますか。

次の問いに答えなさい。

（1） 次の①～③にあてはまる堆積岩を下のA～Fからそれぞれ選び、記号で答えなさい。

① 火山灰が堆積し、固まった岩石。

② 水中の生物の死がいからできた岩石で、塩酸をかけると二酸化炭素を発生してとける。

③ 堆積した粒の大きさによって分類される岩石をすべて。

（2） 右図のAとBはそれぞれ何の化石ですか。

（3） 右図のAとBを含む層が堆積した時代はそれぞれいつか。次のア

～ウから選び、記号で答えなさい。

ア． 新生代 イ．中生代 ウ． 古生代

（4） （3）のように、地層が堆積した年代を決めるのに役立つ化石を何といいますか。

（5） サンゴの化石を含む層は、どのような環境で堆積しましたか。

（6） （5）の化石のように、地層が堆積した当時の自然環境を判断する手がかりになる化石を何とい

いますか。

A． れき岩 B． 泥岩 C． 石灰岩 D． 凝灰岩 E． 砂岩 F． チャート

( )

( )

( )

A ( ) B( )

( )

( )

A B

A ( ) B( )

( )

●ポイント27● 「実戦DO! 」 P21【堆積岩】～【化石】
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右図は、3種類の岩石をルーペで観察し、

スケッチしたものである。これについて、次の

問いに答えなさい。

（1） A～Cの中で、れき岩と考えられるもの

はどれか。記号で答えなさい。

（2） （1）で、そのように判断した理由を簡潔に答えなさい。

右図の地層について、次の問いに答えなさい。

（1） A～Dの堆積岩の名称をそれぞれ答えなさい。

（2） Cの層は、どのようなところにできたと考えられるか。

次のア～ウから選び、記号で答えなさい。

ア．深い海 イ． 浅い海 ウ． 湖

（3） ハマグリの化石のように、その地層が堆積した当時の環境を判断するのに役立つ化石を何といい

ますか。

（4） Dの層が堆積した地質時代を次のア～ウから選び、記号で答えなさい。

ア．新生代 イ．中生代 ウ．古生代

（5） アンモナイトの化石のように、その地層が堆積した地質時代を判断するのに役立つ化石を何とい

いますか。

右図は、あるがけに見られる地層を表したものである。これについ

て、次の問いに答えなさい。

（1） 火山活動があったと考えられる層はどれか。A～Eから選び、記号

で答えなさい。

（2） Bの層は、どのようなところにできたと考えられますか。
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◇◆◇ 実戦演習１ ◇◆◇

ある地域のがけで、右図のような地層が観察できた。これについて、次の問

いに答えなさい。

（1） 降り積もった火山灰が固まってできる堆積岩は何か。その名称を答えな

さい。また、この堆積岩の特徴を次のア～エから選び、記号で答えなさい。

ア．角ばっている粒が多い。

イ． うすい塩酸をかけると、とけて気体が発生する。

ウ．丸みをおびたれきや砂を含む。 エ． ハンマーでたたくと火花が出るほどかたい。

（2） 海岸から観察した場所までの距離はどう変化したか。次のア～エから選び、記号で答えなさい。

ア．海岸から遠くなっていった。 イ． 海岸に近くなっていった。

ウ．海岸から遠くなったり近くなったりした。 エ． 距離は変化しなかった。

右図は、ある地点で観察できる地層を模式的に示

したものである。これについて、次の問いに答えなさい。

（1） 図のAの部分は大きく波うっている。このような地

層の状態を何といいますか。また、大きく波うったと

きにAの部分にはたらいた力の向きを次のア～エ

から選び、記号で答えなさい。ただし、矢印の向き

は、はたらいた力の向きを示している。

ア イ ウ エ

（2） 図のBの部分からはサンゴの化石が見つかった。サンゴは地層ができた当時の環境を知ることが

できる。このような化石を何といいますか。また、Bの部分ができた当時の環境について考えられるこ

とを、簡潔に答えなさい。

（3） 図のCの部分は、川から海に運ばれてきた堆積物によってつくられている。Cの部分の泥の層がで

きた当時の環境について、砂の層ができた当時の環境と比べながら述べた次の文の｛ ｝の中から

それぞれ適当なものを選び、記号で答えなさい。

2

泥は、砂と比べて粒が①｛ア． 小さい イ． 大きい｝ため、泥と砂では海に流れ込んだときの

沈む速さが異なる。このことから、観察した地点は泥の層ができた当時の方が砂の層ができた当

時よりも河口から②｛ア． 近い イ． 遠い｝海底だったと考えられる。

化石 ( ) 環境 ( )

1

砂
泥 C

A

B

名称 ( ) 記号 ( )

( )

地層の状態 ( ) 記号 ( )

① ( ) ② ( )

泥岩

火山灰

れき岩

砂岩
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次のa～dは、4種類の堆積岩W、X、Y、Zを観察したときのメモである。堆積岩W、X、Y、Zとして考えら

れるものの組み合わせとして、最も適するものを下のア～エから選び、記号で答えなさい。

ア．W－砂岩 X－石灰岩 Y－チャート Z－れき岩

イ．W－れき岩 X－石灰岩 Y－凝灰岩 Z－砂岩

ウ．W－砂岩 X－凝灰岩 Y－石灰岩 Z－れき岩

エ．W－れき岩 X－凝灰岩 Y－チャート Z－砂岩

オ．W－砂岩 X－石灰岩 Y－凝灰岩 Z－れき岩

カ．W－れき岩 X－凝灰岩 Y－石灰岩 Z－砂岩

あるがけで見られる地層の特徴や重なりを調べるために

観察を行った。そのがけにはA層（れき岩）、B層（砂岩）、C層

（泥岩）、D層（凝灰岩）、E層（石灰岩）の5つの層を見ること

ができた。右図はそのようすをスケッチしたものである。これに

ついて、次の問いに答えなさい。

（1） このがけで見られる地層の曲がった構造を何といいま

すか。

（2） このがけで見られる断層の説明として適当なものを次のア～エから選び、記号で答えなさい。

ア．火山活動によって形成されたずれ。

イ．地下で起きた大規模な岩石の破壊によるずれ。

ウ．海岸にそって形成された階段状のずれ。 エ． 侵食作用によって形成された地形のずれ。

（3） 次の文は、A層～C層が海底で堆積したときの環境を考察したものである。①の｛ ｝の中から適

当なものを選び、記号で答えなさい。また、 ② にあてはまる言葉を答えなさい。

4

川から流れ込んだれき、砂、泥はそれぞれ沈むのにかかる時間が異なるため、泥が海岸線から

見て最も①｛ア． 近く イ． 遠く｝に堆積する。A層～C層がこの順番で重なっているのは、これら

の3つの地層ができた時代に、海底だったこの場所に対して、海岸線がしだいに ② から

であると考えられる。

a． 堆積岩W、Xの中には2～10mmほどの大きさの粒が含まれていた。

b． 堆積岩Xの粒を観察すると、火山噴出物のかけらが含まれていた。

c． 堆積岩Zは、2mmよりも小さい、丸みをおびた粒でできていた。

d． 堆積岩W、X、Y、Zにうすい塩酸をかけたところ、堆積岩Yのみが激しく反応した。

3

① ( ) ② ( )

Ａ層

Ｂ層

Ｃ層

Ｄ層

Ｅ層

( )

( )

( )
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図1は、ある場所のがけの地層のようすを模式的に表し

たものである。A層は小さなれきの層、B層はアンモナイトの

化石を含む砂の層、C層は火山灰の層であった。また、断

層X―Yを境にそれぞれの層がずれていた。これについて、

次の問いに答えなさい。ただし、大地の変動による地層の

逆転はなかったものとする。

（1） 図2は、A層からC層のいずれかの層から採取した岩石を観察し、スケッチ

したものである。どの地層の岩石をスケッチしたものか。記号で答えなさい。

また、そのように判断できる理由を粒のようすに着目して、簡潔に答えなさい。

（2） 断層X―Yができたときの地層のずれ方と、地層にかかった力の組み合わせはどのようになるか。

次のア～エから選び、記号で答えなさい。ただし、地層のずれた向きを 、地層にかかった力の向

きを で表すものとする。

ア イ ウ エ

（3） 次のア～エの文は、図1のそれぞれの地層が形成された当時の環境や大地の変動を示したもの

である。地層が形成されていく順に並びかえ、記号で答えなさい。

ア．断層Ｘ―Ｙができた。 イ． 海岸近くの波打ち際であった。

ウ．火山活動があった。 エ． 浅い海の底であった。

（4） B層に見られるアンモナイトの化石のように、地層が堆積した

年代を知ることに役立つ化石のことを何といいますか。また、この

ような化石が生物として生息した期間と範囲の条件として、最も

適切な部分を右の表中のア～エから選び、記号で答えなさい。

（5） B層が堆積した年代はいつ頃と考えられるか。次のア～ウから選び、記号で答えなさい。また、アン

モナイトと同じ頃に生存していたと考えられる生物を、次のエ～キから選び、記号で答えなさい。

ア．新生代 イ．中生代 ウ．古生代

エ．ナウマンゾウ オ． ティラノサウルス カ． サンヨウチュウ キ． ビカリア

（6） アンモナイトの化石のほかに、化石として適切なものを次のア～オからすべて選び、記号で答えな

さい。

ア．生物がすんでいた穴のあと イ． 溶岩が流れたあと

ウ．恐竜のあしあと エ． 鉄鉱石 オ． 生物の排泄物（フン）

5

化石 ( ) 記号 ( )

記号 ( ) 理由 ( )

C
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B

C
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範囲
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( )( )

図２

( )
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ある地域の地点P～Rで、地層のようすを調べ

た。地点P～Rの地表の海面からの高さ（海抜）

はそれぞれ7.0m、9.0m、10.0mである。右図は、

地点P～Rの地表から深さ5.0mまでの地層の重

なり方を表した柱状図である。なお、この地域に

見られる地層は、すべて水平に広がっており、そ

れぞれの層の厚さは一定である。また、この地域

では、地層は上の層ほど新しく、断層はないもの

とする。これについて、次の問いに答えなさい。

（1） 地表の岩石は、長い間に気温の変化など

によってもろくなり、表面からぼろぼろになっ

てくずれていく。このような現象を何といいま

すか。

（2） この地域に見られる石灰岩の層の一部を取り出し、うすい塩酸をかけると気体が発生した。この気

体は何ですか。

（3） 次の文は、図中の泥の層と砂の層が堆積した場所について述べたものである。文中の｛ ｝の中

からそれぞれ適当なものを選び、記号で答えなさい。

（4） 地点Qで地表から真下に掘りすすめるとき、石灰岩の層が現れるのは地表からの深さが何mのと

ころですか。

（5） この地域で、地表の海面からの高さ（海抜）が8.5mの地点Sでの柱状図として、最も適当なもの

を次のア～エから選び、記号で答えなさい。

ア イ ウ エ

6

泥と砂を比べると①｛ア． 泥 イ． 砂｝の方が河口から離れた深い沖合の海底に堆積する。

図中の地層の重なり方から、地層がつくられた場所の水面からの深さは、泥の層や砂の層がつく

られている間に、②｛ア． 浅く イ． 深く｝なっていったと考えられる。
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ある地域の4地点A、B、C、Dで、ボーリングによって地下の地質

調査を行った。図1は、地質調査を行ったときの、各地点A～Dの地層

の重なり方を示した柱状図である。また、図2は、各地点A～Dの地図

上の位置を示したものであり、地図中の曲線は等高線を表している。

これについて、次の問いに答えなさい。ただし、地質調査を行ったこの

地域の各地層は、ある傾きをもって平行に積み重なっており、曲がっ

たり、ずれたりせず、地層の逆転もないものとする。

（1） 地点Bの砂の層に含まれていたシジミの化石から、地層が堆

積した当時の自然環境はどのようなものだったと考えられるか。

次のア～エから選び、記号で答えなさい。また、このような化石を

何といいますか。

ア．海岸 イ．浅い海 ウ． 深い海 エ． 湖や川

（2） 地点Dは、aの砂の層が堆積した期間より、bの泥の層が堆積

した期間の方が、河口から遠かったと考えられるのはなぜか。そ

の理由を簡潔に答えなさい。

（3） 図2について、この地域の地層はある方角に低くなるように傾いている。どの方角に向かって低くな

っているか。次のア～カから選び、記号で答えなさい。

ア．東 イ．西 ウ． 北 エ． 南 オ． 北西 カ． 南東

ある地点X、Y、Zで行われたボーリング

による地下の地質調査の結果をまとめた。

図1は調査を行った地域の等高線と標高を

示している。また、図2はこの調査により作成

した地点X、Y、Zの地層の柱状図である。こ

の調査から断層があることがわかった。この

断層について、図2の柱状図から考えられる

ことを次のア～エから選び、記号で答えなさい。ただし、図2の火山灰層は同時期のものであり、この火

山灰層が堆積した当時、この調査を行った地域の地表は平らで水平であったこと、また、柱状図に示さ

れた地層は堆積した当時から水平で、断層によるずれはあるが傾きはないことがわかっている。

ア．地点Xと地点Yとの間に断層はあるが、地点Yと地点Zとの間に断層はない。

イ．地点Xと地点Yとの間に断層はあるが、地点Xと地点Zとの間に断層はない。

ウ．地点Xと地点Zとの間に断層はあるが、地点Xと地点Yとの間に断層はない。

エ．地点Yと地点Zとの間に断層はあるが、地点Xと地点Zとの間に断層はない。
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図1の地図に示したA～Dの4地点でボーリング調査を行った。

図2は、A、B、D地点で採取したボーリング試料を使って作成した

柱状図である。この地域では、断層や地層の曲がりは見られず、

地層は、南西の方角が低くなるように一定の角度で傾いている。

また、各地点で見られる火山灰の層は同一のものである。これに

ついて、次の問いに答えなさい。なお、地図上でA～Dの各地点を

結んだ図形は正方形で、B地点から見たA地点は真北の方角に

ある。

（1） 図2のYの層からビカリアの化石が見つかった。この地層が

堆積した年代はいつごろと考えられるか。次のア～ウから選

び、記号で答えなさい。

ア．古生代 イ．中生代 ウ．新生代

（2） （1）のように、地層の堆積した年代を知ることができる化石

を何といいますか。

（3） X、Y、Zの層が堆積する間、堆積場所の大地はどのように変

化したと考えられるか。次のア～エから選び、記号で答えなさ

い。

ア．隆起し続けた。 イ． 沈降し続けた。

ウ．隆起してから沈降した。 エ． 沈降してから隆起した。

（4） 次の文は、地層が南北方向と東西方向について、それぞれ南、西が低くなるように傾いていること

を説明したものである。 ① ～ ③ に入る適切な数値を答えなさい。

（5） C地点でボーリング調査をすると、火山灰の層はどこにあるか。図3に、火山

灰の層を黒く塗りつぶして示しなさい。

9

〈南北方向〉 AとBにおいて、「火山灰の層の地表からの深さ」を比較す

ると、AはBよりも5m深いが、「地表の標高」はAがBよりも6m

高いので、「火山灰の層の標高」はAがBよりも ① m高

い。よって、地層は南が低くなるように傾いている。

〈東西方向〉 AとDにおいて、「地表の標高」から「火山灰の層の地表か

らの深さ」を差し引くことで、それぞれの火山灰の層の標高を

求めると、Aが191～192m、Dが ② ～ ③ mとなる。

よって、地層は西が低くなるように傾いている。
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次の【資料】は、ある地域の地層の特徴を示したものである。これ

について、あとの問いに答えなさい。

（1） 図1のA、B地点には、地層が露出した

斜面がある。右の は、それぞれの斜

面を観察し、結果をまとめたものである。

① 下線部Ⅰを区別するのは、岩石をつく

る粒の何か。次のア～エから選び、記号で答えなさい。

ア．色 イ． 形 ウ． かたさ エ． 大きさ

② 次のア～エのうち、下線部Ⅱと同じ地質年代の生物はどれか。記号で答えなさい。

ア．アンモナイト イ．ナウマンゾウ ウ． サンヨウチュウ エ． フズリナ

（2） 次の は、A、B地点の斜面の観察結果と、C、D地点のボーリング試料をもとに、図2の柱状図

を作って、わかったことをまとめたものである。

① A～D地点に凝灰岩が見られることから、この地層が堆積した当時、どのようなことがあったと考

えられるか。簡潔に答えなさい。

② Xにあてはまる並び方はどうなるか。P～Sの記号で答えなさい。

③ Yにあてはまる方角は、北東、北西、南東、南西のどれですか。

10

【資料】 図1は、A～D地点の標高と位置関係を示している。各地

点で行われた調査から、次のことがわかっている。

・ 地層は平行に重なっていて、上下の逆転や断層はない。

・ 地層はある方角に低くなるように傾いている。

・ 凝灰岩の層は、同じ時期に堆積したものである。

《わかったこと》

・ P～S層を堆積した古い順に並べると、

X となる。

・ 地層が Y の方角に低くなるように

傾いている。

砂岩の層

泥岩の層

れき岩の層

凝灰岩の層

図2
斜面の観察結果をもと
に作成した柱状図
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・ A、B地点のどちらの斜面にも、
Ⅰ
れき岩、砂岩、泥岩、

凝灰岩でできた各層が見られた。

・ A地点の斜面から、
Ⅱ
ビカリアの化石が見つかった。
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地点A～Dの地下における地層のようすを

調べた。図1は、ある地域における東西方向

の断面の模式図であり、図2は、図1の地点

A、B、Cにおける深さ10mのボーリングにより

作成した柱状図である。これについて、次の

問いに答えなさい。

（1） 地点Bで見られたれき岩には、生物の

死がいが固まってできた岩石の破片が、

れきとなって入っていた。この岩石の破片

にうすい塩酸を2、3滴かけたところ、気体

が発生した。この岩石の破片は、何という

名称の岩石か。次のア～エから選び、記

号で答えなさい。

ア．玄武岩 イ．石灰岩

ウ．凝灰岩 エ．チャート

（2） 図1の断層は、地層に東西方向の力が

はたらいてできたものである。断層による

地層のずれと、地層にはたらいた力の向

きを表した模式図を、次のア～エから選

び、記号で答えなさい。ただし、模式図中

の細い矢印は地層のずれの向き、太い矢印は地層にはたらいた力の向きを示している。

ア イ

ウ エ

（3） 図1の地点Dにおいて地表から真下に穴を掘りすすめるとき、地点Cでのボーリングで見つかった

泥岩の地層と同一である泥岩の地層が現れはじめるのは、地表からの深さが何mのところですか。

11
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・この地域の地層の各層は、水平に重なっており、地域

全体に均一の厚さで広がっている。

・この地域の地層は、断層によって上下にずれている。
しゅう曲はしていない。

・この地域には、凝灰岩の地層は1つだけである。
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◆◇◆ ポイント演習２◆◇◆

火山について、次の問いに答えなさい。

（1） 地下にある高温で液状の物質を何といいますか。

（2） 火山の噴火のときに発生する火山ガスの成分で、最も多いものを次のア～オから選び、記号で答

えなさい。

ア．酸素 イ．二酸化炭素 ウ．水素 エ． 水蒸気 オ． アンモニア

（3） 右図は、いろいろな火山の形を

模式的に表したものである。

① 噴出する溶岩のねばりけが最も弱いのはどれか。A～Cから選び、記号で答えなさい。

② 噴出する溶岩の色が最も白っぽいのはどれか。A～Cから選び、記号で答えなさい。

③ 爆発的な噴火をする火山はどれか。A～Cから選び、記号で答えなさい。

④ おだやかな噴火をする火山はどれか。A～Cから選び、記号で答えなさい。

⑤ 火山灰と溶岩を交互に噴出する火山はどれか。A～Cから選び、記号で答えなさい。

⑥ A～Cのような形をした火山を次のア～ウからそれぞれ選び、記号で答えなさい。

ア．雲仙普賢岳 イ．桜島 ウ．マウナロア

1

右図は、3種類の火山の形を表したものである。これについて、次の問い

に答えなさい。

（1） 火山をつくる溶岩のねばりけが最も強いのはどれか。A～Cから選び、

記号で答えなさい。

（2） 火山をつくる溶岩が最も黒いのはどれか。A～Cから選び、記号で答

えなさい。

（3） 火山灰と溶岩が交互に重なってできた火山はどれか。A～Cから選び、記号で答えなさい。

（4） A～Cのような形をした火山を次のア～ウからそれぞれ選び、記号で答えなさい。

ア． 浅間山 イ．キラウエア ウ． 昭和新山
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A( ) B( ) C( )

●ポイント28● 「実戦DO!」 P22【火山】
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図1は、ある火山から噴出した火山灰を双眼実体顕微鏡で観察し、スケッチし

たものである。また、図2は安山岩と花こう岩の表面をルーペで観察し、スケッチ

したものである。これについて、次の問いに答えなさい。

（1） 火山灰に含まれる鉱物の色や形は、どのような準備をしてから、双眼実体

顕微鏡で観察するか。次のア～エから選び、記号で答えなさい。

ア． 火山灰を網目の細かいふるいにかけ、ふるいに残ったものを観察する。

イ． 火山灰に水を加え、水がきれいになるまで、指で軽く押し洗いをしてから

観察する。

ウ． 火山灰をガスバーナーで熱し、可燃物を燃やしてから観察する。

エ． 火山灰にうすい塩酸を加え、とけ残ったものを観察する。

（2） 次の①～④は、図1の火山灰の中に見られた4種類の鉱物の色と割れ方

を述べたものである。①～④の鉱物の名称を下のア～オからそれぞれ選び、

記号で答えなさい。

① 黒色で、うすくはがれるように割れる。 ② 無色で、不規則に割れる。

③ 白色で、決まった方向に割れる。 ④ 濃い緑色で、長い柱状に割れる。

ア． 長石 イ．石英 ウ． 黒雲母 エ． カクセン石 オ． カンラン石

（3） 図2の安山岩と花こう岩は、いずれもマグマが冷えて固まってできたものである。このような岩石

をまとめて何といいますか。

（4） 図2の安山岩は、Aのようにまばらに含まれる大きな鉱物の部分と、Bのように小さな粒が集まっ

た部分からできている。AとBをそれぞれ何といいますか。

（5） 図2の安山岩は、どのようにしてできたか。次のア、イから選び、記号で答えなさい。

ア． マグマが地表や地表近くで急に冷えてできた。

イ． マグマが地下深くでゆっくりと冷えてできた。

（6） 図2の安山岩と花こう岩のような岩石のつくりを、それぞれ何といいますか。

（7） 図2の花こう岩は、安山岩よりも白っぽく見えた。その理由を次のア～エから選び、記号で答え

なさい。

ア． 鉱物の粒が大きいため。 イ．鉱物の粒が小さいため。

ウ． 無色鉱物が多いため。 エ．無色鉱物が少ないため。

安山岩 ( ) 花こう岩 ( )

図２

図1

安山岩

花こう岩
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B

A ( ) B( )

( )

① ( ) ② ( ) ③ ( ) ④ ( )

( )

( )

( )

●ポイント29● 「実戦DO! 」 P23【火成岩】
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火山灰について、次の問いに答えなさい。

（1） 右図は、火山灰の粒と砂岩の粒をルーペで観察してスケッ

チしたものである。火山灰の粒はどちらか。A、Bから選び、記

号で答えなさい。

（2） 火山灰の中の鉱物を観察するために、まず、火山灰を蒸発

皿に少量取った。その後に行う操作を次のア～エから選び、記号で答えなさい。

ア．水を加え、指で軽く押し洗い、にごった水を捨て、残ったものを乾燥させて観察する。

イ．水を加え、よく混ぜて、にごった水をろ過し、ろ紙に残ったものを乾燥させて観察する。

ウ． うすい塩酸を加え、完全に気体を発生させた後、残ったものを乾燥させて観察する。

エ． うすい塩酸を加え、にごった液をろ過し、ろ紙に残ったものを乾燥させて観察する。

右図の火成岩について、次の問いに答えなさい。

（1） 右図の火成岩のようなつくりを何といいますか。

（2） 右図のようなつくりをもつ火成岩のうち、最も黒っぽい岩石を次のア～エ

から選び、記号で答えなさい。

ア．凝灰岩 イ．玄武岩 ウ．花こう岩 エ． 安山岩

（3） Aは、まばらに含まれる鉱物の部分であり、Bは、大きな結晶になれなかった部分である。AとBをそ

れぞれ何といいますか。

（4） Aの鉱物の中に、次の①～④のような鉱物があった。これらの鉱物名を下のア～オからそれぞれ選

び、記号で答えなさい。

① 白色か灰色で、決まった方向に割れる。 ② 濃い緑色で、長い柱状に割れる。

③ 黒色で、決まった方向にうすくはがれる。 ④ 無色か白色で、不規則に割れる。

ア．カンラン石 イ． 黒雲母 ウ． カクセン石 エ． 長石 オ． 石英

右図の火成岩について、次の問いに答えなさい。

（1） 右図の火成岩に見られるようなつくりを何といいますか。

（2） 次の文は、右図の火成岩のでき方について述べたものである。文中の｛ ｝

の中からそれぞれ適当なものを選び、記号で答えなさい。

（3） 右図の火成岩のようなつくりをもつ岩石を次のア～エから選び、記号で答えなさい。

ア．凝灰岩 イ．玄武岩 ウ．花こう岩 エ． 安山岩

1

2

3

マグマが①｛ア．地表付近 イ．地下深く｝で、②｛ア． 急に イ． ゆっくりと｝冷え固まって

できた。

( )

( )

A B

A

B

( )

( )

( )

( )

① ( ) ② ( ) ③ ( ) ④ ( )

① ( ) ② ( )

A ( ) B( )見本
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◇◆◇ 実戦演習２◇◆◇

火山には、図1のA～Cのように異なるいくつかの形状があり、噴出する火山

灰に含まれる鉱物の種類や割合にも特徴がある。図2のx～zは、それぞれ、図1

のA～Cの形状のいずれかの火山から噴出した火山灰を、双眼実体顕微鏡で

観察し、スケッチしたものである。これについて、次の問いに答えなさい。

（1） 図1のA～Cの火山から噴出した火山灰は、図2のx～zのそれぞれどれに

あたるか。次のア～エのうち、火山と噴出した火山灰の組み

合わせとして適当なものを選び、記号で答えなさい。

ア．Aとx、Bとy、Cとz イ． Aとx、Bとz、Cとy

ウ．Aとz、Bとx、Cとy エ． Aとz、Bとy、Cとx

（2） 次の文の｛ ｝の中からそれぞれ適当なものを選び、記号で答えなさい。

火山の性質を調べるために、ホットケーキミックスをマグマに見立てて、次のよう

な【実験】を行った。これについて、あとの問いに答えなさい。

（1） AとBでホットケーキミックスに加える水の量を変えたのは、どのようなことを

調べるためか。「マグマ」と「火山の形」という語を用いて、簡潔に答えなさい。

（2） 図2と図3を比較してまとめた、次の文中の｛ ｝の中からそれぞれ適当なものを選び、記号で答え

なさい。

1

A～Cの火山のうち、Aの火山を形成したマグマのねばりけが、最も①｛ア． 強い イ． 弱い｝。

また、Aの火山が噴火した場合は、②｛ア． 激しい イ． おだやかな｝噴火になることが多い。

2

【実験】 ホットケーキミックス50gに水を25mL加えたものAと、40mL加えたも

のBを用意し、それぞれポリエチレンの袋に入れた。ポリエチレンの袋に

は生クリーム用のしぼり口をつけ、図1のように紙皿にあけた穴の下から

ホットケーキミックスを押し出した。図2はAを押し出したときのようすで

あり、ホットケーキミックスは盛り上がった。図3はBを押し出したときのよ

うすであり、ホットケーキミックスはうすく広がった。

( )

図3のような形の火山は、図2のような形の火山と比べて、①｛ア． 激しい爆発をともなう噴火

イ． おだやかに溶岩を流し出す噴火｝が起こる。このような噴火をもたらすマグマからできた火山

灰や岩石は、②｛ア． 白っぽい イ． 黒っぽい｝色になることが多い。

図1

A

B

C

① ( ) ② ( )

図2
x y z

( )

図1

図2

図3

① ( ) ② ( )
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次の は、黒っぽい色の火山灰Aと白っぽい色の火山灰Bに含まれる鉱物を調べているときの、

太郎さんと花子さんと先生の会話の一部である。図1は火山灰A、図2は火山灰Bを、それぞれ双眼実体

顕微鏡で観察したときのスケッチである。これについて、あとの問いに答えなさい。

（1） 火山灰に含まれる鉱物を双眼実体顕微鏡で観察するには、どのような準備を行えばよいか。次の

ア～エから選び、記号で答えなさい。

ア．火山灰をうすい塩酸にひたし、反応がおさまってから水洗いし、乾燥させる。

イ． 火山灰に水を加え、指で軽く押して洗い、にごった水をすて、これらの操作を水のにごりがなくな

るまでくり返し、乾燥させる。

ウ．火山灰に水を加え、ろ紙を用いてろ過し、ろ紙に残ったものを乾燥させる。

エ． 火山灰を鉄製の乳鉢に入れ、細かくすりつぶした後、ふるいにかけ、これらの操作を数回くり返

し、粒を小さくする。

（2） 会話文中の ① 、 ② に入る鉱物を次のア～エから選び、それぞれ記号で答えなさい。

ア．長石 イ．石英 ウ． カンラン石 エ．カクセン石

（3） 会話文中の ③ に入る、適切な言葉を答えなさい。

（4） 次の文は、火山灰Bのような白っぽい色の火山灰を噴出する火山について調べた内容の一部で

ある。文中の ④ に入るマグマの性質を、簡潔に答えなさい。また、⑤の｛ ｝の中から適当なも

のを選び、記号で答えなさい。

3

白っぽい色の火山灰は、雲仙普賢岳や昭和新山などで見られる。このような火山では、マグマ

の ④ ので、火山の形は⑤｛ア． 傾斜のゆるやかな形 イ． おわんをふせたような形｝

になることが多い。

太郎 図1のaは、濃い緑色で長い柱状なので ① であり、bは白色で

柱状なので ② だと思います。

花子 図2のcは、bと同じ ② であり、dは黒色で板状なので黒雲母だ

と思います。

先生 そうですね。それでは、火山灰に黒っぽい色のものと白っぽい色のも

のがあるのはなぜか、観察したことをもとに、考えてみましょう。

太郎 含まれている鉱物の種類が違っているからだと考えられます。

花子 でも、 ② はA、Bどちらの火山灰にも含まれていたので、含まれ

ている鉱物の種類だけでなく、含まれている白っぽい鉱物の ③

が違っているからだと考えられます。

先生 よく気づきましたね。

図1

図2

a

c

b

d

( )

( )

① ( ) ② ( )

④ ( ) ⑤ ( )
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右図は、安山岩と花こう岩を双眼実体顕微鏡で観察し、スケッ

チしたものである。これについて、次の問いに答えなさい。

（1） 安山岩のスケッチに示したXは、はん晶を取り巻く小さな粒の

部分である。Xを何といいますか。

（2） 花こう岩では、肉眼でも見分けられるぐらいに大きく成長した

鉱物のみが組み合わさっている。鉱物が大きく成長したのはなぜか。その理由を簡潔に答えなさい。

河原で採取した色の異なる2つの岩石X、Yを観察した。これについて、あとの問いに答えなさい。

（1） 岩石X、Yのように、マグマが冷えて固まった岩石を何といいますか。

（2） マグマが冷えて固まった岩石にあてはまらないものを次のア～エから選び、記号で答えなさい。

ア．安山岩 イ．石灰岩 ウ．流紋岩 エ． せん緑岩

（3） 鉱物Aと鉱物Bの名称を次のア～オから選び、記号で答えなさい。

ア．カンラン石 イ． 黒雲母 ウ． 石英 エ． 長石 オ． カクセン石

（4） 鉱物Cのような比較的大きな鉱物を、石基に対して何といいますか。

（5） 次の文は、岩石Yについて説明したものである。文中の｛ ｝の中からそれぞれ適当なものを選び、

記号で答えなさい。

5

岩石X、Yをハンマーで割り、割れた面を歯ブラシでこすっ

てきれいにした。図1と図2は、それぞれの岩石について割れ

た面をルーペで観察したときのスケッチである。

【観察1】 岩石X、Yは、鉱物の種類とその形などから、マ

グマが冷えて固まった岩石であることがわかった。

【観察2】 岩石Xには、図1のように無色透明で、不規則

に割れる鉱物Aと、黒色で薄くはがれる鉱物Bが見られた。また、つくりから、岩石Xは花こう

岩であることがわかった。

【観察3】 岩石Yには、図2のように石基の間に比較的大きな緑褐色の鉱物Cが散らばっていた。ま

た、岩石Xの花こう岩に比べると、全体的に黒っぽく、有色鉱物の割合が多かった。

図1 図2

岩石X 岩石Y
A B C

( )

( )

この岩石は、①｛ア． 三原山 イ． 雲仙普賢岳｝のような②｛ア． なだらかな イ． 盛り上

がった｝火山をつくったマグマが冷えて固まった③｛ア． 玄武岩 イ． はんれい岩｝である。

4

( )

安山岩 花こう岩

はん晶

X
( )

( )

A( ) B( )

① ( ) ② ( ) ③ ( )
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火成岩のでき方を調べるために、次の【観察】・【実験】を行った。

これについて、あとの問いに答えなさい。

（1） 図1の玄武岩のようなつくりをしている岩石を次のア～エから

選び、記号で答えなさい。

ア．泥岩 イ．凝灰岩 ウ． 流紋岩 エ． せん緑岩

（2） 図1の花こう岩のような岩石のつくりを何といいますか。

（3） ペトリ皿にできた結晶のようすを説明した文として適切なものを、次のア～エから選び、記号で答

えなさい。

ア．ペトリ皿Aの小さな結晶は、急に冷やされることで水が一気に蒸発してできたものである。

イ．ペトリ皿Aの小さな結晶は、急に冷やされて大きな結晶が割れたものである。

ウ．ペトリ皿Bの大きな結晶は、ゆっくりと冷やされることで大きく成長したものである。

エ．ペトリ皿Bの大きな結晶は、小さな結晶が結合したものである。

（4） 【観察】・【実験】から、花こう岩はマグマが地下でゆっくり冷え固まってできたと考察した。そのよう

に考えた理由を、「ミョウバンの冷やし方と結晶の大きさの関係」と「花こう岩のつくり」にふれて、簡

潔に答えなさい。

（5） 図4は、火成岩の分布を模式的に表したものである。次の文中の｛ ｝の中からそれぞれ適当なも

のを選び、記号で答えなさい。

6

【観察】 玄武岩と花こう岩をうすくけずり、顕微鏡を用いて同じ

倍率で観察した。図1は、その結果を示したものである。

【実験】 60℃の湯にミョウバンを溶かした飽和水

溶液をつくり、ペトリ皿A、Bに分けた。その後、

図2のように、ペトリ皿Aは氷水につけて急に

冷やし、ペトリ皿Bは湯につけてゆっくり冷や

した。しばらくおいて、それぞれのペトリ皿の結晶のようすを観察した。図3は、その結果をスケッ

チしたものである。

図2 ミョウバンの飽和水溶液
氷水 湯

ペトリ皿A ペトリ皿B

( )

( )

図3のペトリ皿Bと同じようなつくりを示す火成岩の種類は、①

｛ア． 深成岩 イ． 火山岩｝であり、最も多く分布する場所として

正しいのは、図4の②｛ア．X イ． Y｝である。

図1

玄武岩 花こう岩

図3

ペトリ皿Bペトリ皿A

ミョウバンの結晶

図4

Y

X 地表面

火成岩

① ( ) ② ( )

( )

( )
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安山岩と花こう岩のつくりの違いがどのようにできるかについて調べるために実験をし、次のレポート

にまとめた。これについて、あとの問いに答えなさい。

（1） 実験の【結果】をもとに考えられる【考察】

として正しいものとなるように、【考察】の文

中の P ～ S にあてはまる言葉の組

み合わせを、右の表のア～エから選び、記号

で答えなさい。

（2） 安山岩のような岩石のつくりを何といいますか。

（3） 次の文は、安山岩中のはん晶と石基ができた場所について述べたものである。文中の｛ ｝の中

からそれぞれ適当なものを選び、記号で答えなさい。

7

【目的】 冷え方の違いが、結晶のでき方に与える影

響について調べる。

【方法】 約70℃の湯にミョウバンを溶かし、飽和水

溶液をつくった。この飽和水溶液を、あらかじ

め約70℃の湯であたためておいたペトリ皿A、

ペトリ皿Bにそれぞれ注いだ。右図のように、十分な量の約60℃の湯を入れた水そうにペトリ

皿A、ペトリ皿Bをそれぞれ浮かべた。その後、結晶が十数個できたところで、ペトリ皿Aはその

ままで、ペトリ皿Bは十分な量の氷水を入れた水そうに移した。しばらくおいて、それぞれのペト

リ皿の結晶のようすを観察してスケッチした。

【結果】 スケッチⅠ（ペトリ皿Aの結晶のようす） スケッチⅡ（ペトリ皿Bの結晶のようす）

【考察】 スケッチⅠは花こう岩のつくりと似ている。このことから、花こう岩はマグマが P 冷えて

固まったものであると考えられる。スケッチⅡは安山岩のつくりと似ている。安山岩中のはん晶

はスケッチⅡの中の Q に対応し、 P 冷やされてできたものと考えられる。一方、安

山岩中の石基はスケッチⅡの中の R に対応し、はん晶ができたのちに、 S 冷やさ

れてできたものと考えられる。

5mm

同じくらいの

大きさの結晶

ができた。

大きな結晶と、その

まわりをうめる小さ

な結晶ができた。
5mm

氷水約60℃の湯

ペトリ皿A ペトリ皿B

はん晶はマグマが①｛ア． 地表や地表付近 イ． 地下深く｝で冷えてできたもので、石基は

マグマが②｛ア． 地表や地表付近 イ． 地下深く｝で冷えてできたものである。

( )

P Q R S

ア 急に 小さな結晶 大きな結晶 ゆっくり

イ 急に 大きな結晶 小さな結晶 ゆっくり

ウ ゆっくり 小さな結晶 大きな結晶 急に

エ ゆっくり 大きな結晶 小さな結晶 急に( )

① ( ) ② ( )
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◆◇◆ ポイント演習３◆◇◆

右図は、地球内部のA点で発生した地震が、地表の各地点

に伝わるようすを表したものである。なお、地震のマグニチュー

ドは3.0であった。これについて、次の問いに答えなさい。

（1） A点を何といいますか。

（2） このあたりの地盤の状態が一様であるとすると、震度が

最も小さいと考えられるのはB～Dのどこか。記号で答えな

さい。

（3） マグニチュードが5.0の地震は、マグニチュードが3.0の

地震の何倍のエネルギーになるか。次のア～オから選び、記号で答えなさい。

ア．約16倍 イ． 約32倍 ウ． 約64倍 エ． 約320倍 オ． 約1000倍

次の文の ① には適当な言葉を、 ② ～ ④ には適当な数字を入れなさい。また、⑤の

｛ ｝の中から適当なものを選び、記号で答えなさい。

右図は、地球の内部を表したものである。これについて、次の問いに答えなさい。

（1） Aで地震が発生したとき、Aを何といいますか。

（2） Aの真上の地表面上の地点Bを何といいますか。

（3） ある場所における地震のゆれの大きさを何といいますか。

（4） （3）は、何階級に分けて表しますか。

（5） 地震のエネルギーの大きさを表す尺度を何といいますか。また、その値が1大きくなると、エネル

ギーは何倍になるか。次のア～エから選び、記号で答えなさい。

ア． 約10倍 イ． 約32倍 ウ． 約100倍 エ． 約320倍

( )

( )

( )

( )

地表

A

B

尺度 ( )

記号 ( )

●ポイント30● 「実戦DO!」 P24【地震】

1

2

( )

地震のゆれの大きさを数字で表したものを ① といい、最も小さいゆれを ② 、最も大き

いゆれを ③ とし、その間を ④ 階級に分けて表す。ふつうは震源から遠くなるほど ①

は小さくなるが、地盤の⑤｛ア． 強い イ． 弱い｝地点では、震源から遠くても ① が大きくなる

ことがある。

① ( ) ② ( ) ③ ( ) ④ ( ) ⑤ ( )

( )

A

B

C

D地表

( )

見本
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次の問いに答えなさい。

（1） 図1は、地震計のしくみを表したものである。地震計のしくみについて

正しく述べているものを次のア～エから選び、記号で答えなさい。

ア． 記録紙とおもりが、地震のゆれとともに動くようになっている。

イ． 記録紙は地震のゆれとともに動くが、おもりは動かないようになって

いる。

ウ． 記録紙は地震のゆれに対して動かないが、おもりは動くようになって

いる。

エ． 記録紙とおもりが、地震のゆれに対して動かないようになっている。

（2） 図2は、ある地震のゆれを地震計で記録したもので

ある。また、図3は、図2で記録した地震の、震源からの

距離と2種類の波C、Dの到達時間との関係を示した

ものである。

① 図2のA、Bのゆれをそれぞれ何といいますか。

② 図3で、波CはP波、S波のどちらですか。

③ 図2の地震を記録した場所は、震源から何km離れ

ていますか。

④ この地震が発生した時刻は何時何分何秒ですか。

⑤ 震源から400km離れた地点では、初期微動は何

秒続きますか。

⑥ 初期微動が45秒続いた地点は、震源から何km離れていますか。

（3） 右の表は、ある地震を、E、Fの2か所で観測した記

録である。

① 初期微動の伝わる速さは何km/sですか。

② この地震が発生した時刻は何時何分何秒ですか。

A ( ) B( )

( )

( )

( )

( )

( )

14時15分 14時16分 14時17分

図２
A B

震
源
か
ら
の
距
離
（km）

到達時間 （秒）

0 20 40 60 80

320

240

80

0

160

C D図３

ばね

おもり

ペン

図1

記録紙
（回転ドラム）

E 8時27分13秒 48km

F 8時27分17秒 80km

震源からの
距離

観測
地点

初期微動が
始まった時刻

( )

( )

( )

●ポイント31● 「実戦DO! 」 P25【地震波】
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右図は、ある地震を地震計で記録したものである。これにつ

いて、次の問いに答えなさい。

（1） Aのゆれを何といいますか。また、Aのゆれを起こす原因と

なる波を何といいますか。

（2） Bのゆれを何といいますか。また、Bのゆれを起こす原因となる波を何といいますか。

右図は、ある地震をA、Bの2地点で観測したときの、地震計による

記録である。これについて、次の問いに答えなさい。

（1） 震度が大きいのはA、Bのどちらか。記号で答えなさい。

（2） 震源に近いのはA、Bのどちらか。記号で答えなさい。

（3） A地点が震源から120km離れているとすると、B地点は震源か

ら何km離れていますか。

右図は、ある地震をA～Cの3地点で観測した地震計の記録で

ある。A地点は震源から60km離れている。これについて、次の問い

に答えなさい。

（1） B地点は震源から何km離れていますか。

（2） C地点が震源から120km離れているとすると、C地点では初

期微動は何秒続きますか。

右図は、ある地震をA、Bの2地点で観測した地震計の記録

である。これについて、次の問いに答えなさい。

（1） A地点で初期微動が始まったのは、何時何分何秒ですか。

（2） B地点で主要動が始まったのは、何時何分何秒ですか。

（3） A地点が震源から240km離れているとすると、B地点は震

源から何km離れていますか。

（4） P波とS波の速さはそれぞれ何km/sですか。

2

4

1

3

ゆれ ( ) 波 ( )

ゆれ ( ) 波 ( )

( )

( )

( )

( )

( )

P波 ( ) S波 ( )

A

B

0 10 20 30 40 50
時間（秒）

時刻

A

B

15時42分
0秒

30秒 15時43分
0秒

A B

A

B

C

x秒

24秒

8秒

( )

( )

( )
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右のグラフは、ある地震の震源からの距離と、2種類の波A、Bの到達

時間との関係を示したものである。これについて、次の問いに答えなさい。

（1） 初期微動を起こす波の速さは、何km/sですか。

（2） 震源から70km離れた地点では、初期微動は何秒続きますか。

（3） 震源から140km離れた地点では、初期微動は何秒続きますか。

右のグラフは、ある地震の震源からの距離と、P波とS波の

到達時刻との関係を示したものである。これについて、次の問

いに答えなさい。

（1） P波とS波の速さをそれぞれ答えなさい。

（2） この地震が発生した時刻は、10時何分何秒ですか。

（3） 震源から120km離れた地点で初期微動が始まる時刻は、10時何分何秒ですか。

（4） 初期微動が40秒続いた地点は、震源から何km離れていますか。

右のグラフは、ある地震の震源からの距離と、P波とS

波の到達時刻との関係を示したものである。これについ

て、次の問いに答えなさい。

（1） この地震が発生した時刻を答えなさい。

（2） 震源から80km離れた地点で主要動が始まった時

刻を答えなさい。

（3） 初期微動が15秒続いた地点は、震源から何km離れていますか。

（4） 初期微動が25秒続いた地点は、震源から何km離れていますか。

5

7

6

( )

( )

( )

P波 ( ) S波 ( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

0 10 20

80

60

20

0

40

A

B

震
源
か
ら
の
距
離
（km）

到達時間（秒）

到達時刻 （10時）

240

180

60

0

120

震
源
か
ら
の
距
離
（km）

23分
0秒

24分
0秒

23分
30秒

Ｐ波

Ｓ波

160

120

40

0

80

15分
0秒

15分
10秒

15分
20秒

15分
30秒

15分
40秒

Ｐ波

Ｓ波

震
源
か
ら
の
距
離
（km）

到達時刻（9時）
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右の表は、ある地震を、A、Bの2か所で観測した記録で

ある。これについて、次の問いに答えなさい。

（1） この地震におけるP波の速さは何km/sですか。

（2） この地震が発生した時刻は何時何分何秒ですか。

右の表は、ある地震を、A、Bの2か所で観測した記録で

ある。これについて、次の問いに答えなさい。

（1） 主要動の伝わる速さは何km/sですか。

（2） この地震が発生した時刻は何時何分何秒ですか。

右の表は、ある地震を、A、Bの2か所で

観測した記録である。これについて、次の問

いに答えなさい。

（1） この地震におけるP波の速さは何km/s

ですか。

（2） この地震が発生した時刻は何時何分何秒ですか。

（3） B地点で主要動が始まった時刻は何時何分何秒ですか。

右の表は、ある地震を、A、Bの2か所で

観測した記録である。これについて、次の問

いに答えなさい。

（1） この地震におけるS波の速さは何km/s

ですか。

（2） この地震が発生した時刻は何時何分何秒ですか。

（3） B地点で初期微動が始まった時刻は何時何分何秒ですか。

9

8

10

11

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

A 9時21分42秒 56km

B 9時21分47秒 91km

震源からの
距離

観測
地点

初期微動が
始まった時刻

A 10時42分16秒 36km

B 10時42分24秒 60km

震源からの
距離

主要動が
始まった時刻

観測
地点

A 8時37分22秒 8時37分29秒 56km

B 8時37分27秒 96km

震源からの
距離

初期微動が
始まった時刻

観測
地点

主要動が
始まった時刻

( )

A 7時52分18秒 7時52分22秒 28km

B 7時52分26秒 42km

震源からの
距離

初期微動が
始まった時刻

観測
地点

主要動が
始まった時刻

( )
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右図は、日本列島付近のプレートのようすを

示したものである。日本列島付近でのプレート

の動きとプレートの境界付近で発生する大きな

地震との関係について述べた文として最も適

当なものを、次のア～エから選び、その記号を

答えなさい。

ア． 海洋プレートが大陸プレートの下に沈みこんで、海洋プレート全体が大陸プレートに押しもどされる

ときに地震が発生する。

イ． 海洋プレートが大陸プレートの下に沈みこんで、大陸プレートが引きずりこまれ、引きずりこまれた大

陸プレートがはね返るときに地震が発生する。

ウ．大陸プレートが海洋プレートに乗り上げ、海洋プレートを押し下げ、押し下げられた海洋プレートがは

ね返るときに地震が発生する。

エ．大陸プレートが海洋プレートに乗り上げ、海洋プレートが押しつぶされるときに地震が発生する。

日本付近で発生する地震は、プレートとよばれる岩盤が少しずつ動くことが原因と考えられている。

これについて、次の問いに答えなさい。

（1） 日本付近におけるプレートの断面のようすと動きについて、模式的に表したものを次のア～エか

ら選び、記号で答えなさい。

ア イ ウ エ

（2） 地震が起きる前の日本列島では、隆起と沈降のどちらをしていると考えられますか。

（3） プレートの境界で起こる地震の震源の深さは、太平洋側から大陸側にいくにしたがってどうなる

か。次のア～ウから選び、記号で答えなさい。

ア． 深くなる。 イ．浅くなる。 ウ． 変わらない。

（4） プレートの内部で起こる地震は、過去にくり返し地震を起こし、今後もずれを生じて地震を起こ

す可能性がある断層によって引き起こされる。このような断層を何といいますか。

( )

大陸プレート

海洋プレート 海洋プレート

大陸プレート

海洋プレート

大陸プレート

海洋プレート

大陸プレート

( )

( )

( )

●ポイント32● 「実戦DO!」 P26【地震の原因】～P27【火山災害】

1

太平洋

大陸プレート 海洋プレート

日本列島

( )

見本
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右図は、日本付近のプレートの断面の模式図である。これにつ

いて、次の問いに答えなさい。

（1） 地震は主にプレートの動きがもとになって引き起こされると

考えられている。日本付近にある大陸プレートと海洋プレートの

動きについて述べたものを次のア～エから選び、記号で答えな

さい。

ア．大陸プレートが、海洋プレートを押し上げている。

イ．大陸プレートが、海洋プレートによって引きずりこまれている。

ウ．海洋プレートが、大陸プレートを押し上げている。

エ．海洋プレートが、大陸プレートによって引きずりこまれている。

（2） 地震には、プレートの境界で起こる海溝型地震と、プレートの内部で起こる内陸型地震がある。そ

れぞれの地震の震源分布を表した図として適切なものを次のア～エから選び、それぞれ記号で答え

なさい。ただし、震源は●で表されている。

ア イ ウ エ

（3） 大地震によってプレートの表面に断層ができると、その後も断層にひずみが生じ、そのひずみが解

消されるときに内陸型地震が発生する。このように、くり返しひずみを生じる断層を何といいますか。

次の文は、地震が原因で起こる現象について述べたものである。文中の ① ～ ③ にあては

まる言葉を下のア～カから選び、それぞれ記号で答えなさい。

ア．高潮 イ． 津波 ウ． 液状化 エ． 土石流 オ． 隆起 カ． 沈降

3

・ 地震が起こると、砂や泥でできたやわらかい土地ではゆれが大きくなり、土砂と水がふき出す ①

とよばれる現象が起こることがある。

・ 規模の大きい地震が起こると、土地が急にもり上がる ② とよばれる現象が起こることもある。

・震源が海底である場合は、 ③ とよばれる波が発生することがある。

2

( )

日本列島

大陸プレート
海洋プレート

海溝

海溝型地震 ( ) 内陸型地震 ( )

( )

① ( ) ② ( ) ③ ( )
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◇◆◇ 実戦演習３◇◆◇

右図は、地震計のしくみを示したものである。この地震計がゆれを記録

するしくみに関する次の文の ① 、 ② に入る言葉を、下のア～カか

らそれぞれ選び、記号で答えなさい。

ア．支柱 イ． ばね ウ． おもり エ． 上下 オ． 左右 カ． 上下左右

右図は、地震計について模式的に示したものである。地震計が地震のゆ

れを記録できる理由を述べたものとして最も適するものを次のア～エから選

び、記号で答えなさい。

ア．おもりも記録紙も地震のゆれとともに動くため。

イ．おもりも記録紙も地震のゆれに対してほとんど動かないため。

ウ．おもりは地震のゆれとともに動くが、記録紙はほとんど動かないため。

エ．記録紙は地震のゆれとともに動くが、おもりはほとんど動かないため。

地震によるゆれの大きさの表し方と初期微動継続時間について説明した文章として適当なものを、

次のア～カから選び、記号で答えなさい。

ア． 地震によるゆれの大きさは震度で表され、日本では、震度は7段階に分けられている。また、一般に、

地震の震度が大きいほど、観測地点での初期微動継続時間が長くなる。

イ． 地震によるゆれの大きさは震度で表され、日本では、震度は7段階に分けられている。また、一般に、

地震のマグニチュードが大きいほど、観測地点での初期微動継続時間が長くなる。

ウ． 地震によるゆれの大きさは震度で表され、日本では、震度は7段階に分けられている。また、一般に、

観測地点から震源までの距離が長いほど、観測地点での初期微動継続時間が長くなる。

エ． 地震によるゆれの大きさは震度で表され、日本では、震度は10段階に分けられている。また、一般

に、地震の震度が大きいほど、観測地点での初期微動継続時聞が長くなる。

オ． 地震によるゆれの大きさは震度で表され、日本では、震度は10段階に分けられている。また、一般

に、地震のマグニチュードが大きいほど、観測地点での初期微動継続時間が長くなる。

カ． 地震によるゆれの大きさは震度で表され、日本では、震度は10段階に分けられている。また、一般

に、観測地点から震源までの距離が長いほど、観測地点での初期微動継続時間が長くなる。

1

地震が発生したとき、地面の動きに対して ① は動かないが、回

転ドラム（記録紙）は地面の動きと同じようにゆれるため、この地震計で

は地面の ② の方向のゆれを記録することができる。

2

3

回転ドラム
（記録紙）

針

おもり
支柱

ばね

糸

おもり

針

記録紙

① ( ) ② ( )

( )

( )見本
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右図は、地下の浅い場所で発生した地震について、地点Aにおけ

る地面のゆれを地震計で記録したものの一部である。また、右の表

は、この地震のゆれを観測した地点B～Dにおける、震源からの距離と

図中のX・Yのそれぞれにあたるゆれが始まった時刻を示したもので

ある。これについて、次の問いに答えなさい。

（1） 図中のX・Yのゆれをそれぞれ何といい

いますか。

（2） 地震に関して述べた文として適当なも

のを次のア～エから選び、記号で答えなさい。

ア．P波とS波では、S波の方が、同じ岩石中を1km進むのに要する時間が長い。

イ．日本付近で起こる地震の震源は、すべてプレートとプレートの境目に分布している。

ウ．一般に、マグニチュードは震央に近いほど大きく、震央から遠ざかるほど小さくなる。

エ．震度は、0から7のうち6と7がそれぞれ弱と強に分けられた10階級で表される。

（3） この地震において、地点Aでは図中のXのゆれが8秒間続いた。表から考えて、震源から地点Aま

での距離は何kmですか。ただし、地震の波は一定の速さで伝わるものとする。

ある地震について、3つの観測点X、Y、

Zの震源からの距離と、P波とS波の到達時

刻をそれぞれ調べたところ、右の表のとおり

であった。この地震において、震源から観

測点X、Y、Zまでの、P波が伝わる速さとS

波が伝わる速さはそれぞれ一定であった。これについて、次の問いに答えなさい。

（1） 表中の ① に入る時刻、および ② に入る距離をそれぞれ答えなさい。

（2） この地震が発生した時刻を答えなさい。

（3） 次の文は、震度とマグニチュードについて述べたものである。文中の ① 、 ② に入る数

値をそれぞれ答えなさい。

5

4

X ( ) Y ( )

① ( ) ② ( )

( )

震度は地震のゆれの大きさを示し、日本では ① 段階に分類されている。一方、マグニチ

ュードは地震の規模を示し、マグニチュードが5.0から1大きくなって6.0になると、地震のエネル

ギーは約 ② 倍になる。

地点

B 84km 10時53分52秒 10時54分04秒

C 98km 10時53分54秒 10時54分08秒

D 42km 10時53分46秒 10時53分52秒

震源から
の距離

Xにあたるゆれが
始まった時刻

Yにあたるゆれが
始まった時刻

YX

観測点 P波の到達時刻 S波の到達時刻

X 28km 13時56分58秒 13時57分02秒

Y 42km 13時57分00秒 ①

Z ② 13時57分03秒 13時57分12秒

震源から

の距離

( )

( )

① ( ) ② ( )

見本
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図1は、ある場所で発生した地震のP波とS波につい

て表したグラフである。横軸は地震発生後、P波とS波が

観測地点に届くまでの時間を、縦軸は震源から観測地

点までの距離を表している。これについて、次の問いに

答えなさい。

（1） 次の文は、地震によって発生する波とゆれについ

て述べたものである。文中の｛ ｝の中からそれぞれ

適当なものを選び、記号で答えなさい。

（2） 図1のAB間の矢印の長さは何によって決まるか。次のア～エから選び、記号で答えなさい。

ア．震度 イ．地震の発生時刻 ウ． 震源からの距離 エ． マグニチュード

（3） 緊急地震速報は初期微動を感知し、

大きなゆれが始まることを、テレビ放送

や携帯電話などを通じて知らせるシス

テムである。図2は、このシステムを説

明したものである。図1で表される地震において、震源からの距離が16kmの地点に設置されている

地震計が初期微動を感知したと同時に、気象庁が緊急地震速報を発信したとする。地点Xでは、緊

急地震速報を受信してから大きなゆれが来るまでに30秒かかったとすると、地点Xは震源からの距

離が何kmであると考えられますか。ただし、地震計が初期微動を感知してから、地点Xで緊急地震

速報を受信するまでにかかる時間は考えないものとする。

右図は、1時25分5秒に発生した地震において、地点A、

地点B、地点CにP波が到達したときからの地震波の記録を

示したものである。図中の矢印（↑）はS波の到達を示して

いる。なお、この地域での地震波の伝わる速さは一定である

ものとする。これについて、次の問いに答えなさい。

（1） 地点A、地点B、地点Cのうち、震源からの距離が最も

遠い地点はどこか。記号で答えなさい。また、そのように考えた理由を簡潔に答えなさい。

（2） この地震では、緊急地震速報が1時25分14秒に発表された。S波の速さを3.5km/sとしたとき、

震源からの距離が105kmの地点Bに主要動が到達するのは、緊急地震速報発表の何秒後ですか。

6

7

S波はP波より、伝わる速さが①｛ア． 速く イ． 遅く｝、ゆれが②｛ア． 大きい イ． 小さい｝。

記号 ( ) 理由 ( )

( )

① ( ) ② ( )

P波、S波が届くまでの時間（秒）

震
源
か
ら
の
距
離
（km）

2520151050

100

80

60

40

0

20

A B

P波 S波図1

地震の
発生

地震計
気象庁 各家庭

初期微動
を感知

緊急地震速報
を発信

緊急地震速報
を受信

図2

地点A

地点B

地点C

P波到達

( )

( )見本
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右の表は、ある地震における地点A～Cで

の記録である。これについて、次の問いに答

えなさい。ただし、発生するP波、S波はそれぞ

れ一定の速さで伝わるものとする。

（1） この地震における地点Aの初期微動継

続時間は、別のときに起こったマグニチュードと震央が同じ地震の地点Aの初期微動継続時間に比

べて短かった。その理由を、簡潔に答えなさい。

（2） P波が地震観測点で観測され、顕著な被害が生じる地震と予想された場合、S波による大きなゆ

れが起こるおそれがある地域を、緊急地震速報によって知らせるしくみが、気象庁で運用されてい

る。次の文は、緊急地震速報と、この地震における大きなゆれについて述べたたものである。表を参

考に、文中の ① 、 ② にあてはまる値をそれぞれ答えなさい。

右の表は、地下の浅い場所で発生した地

震について、地点Ａ、Ｂ、ＣにＰ波とＳ波が到達

した時刻を、それぞれまとめたものである。震

源では、Ｐ波とＳ波が同時に発生しており、そ

れぞれ一定の速さで岩石の中を伝わったも

のとする。これについて、次の問いに答えなさい。

（1） 震源で岩石が破壊された時刻は何時何分何秒ですか。

（2） P波の速さは何km/sか。小数第2位を四捨五入して答えなさい。

（3） 右図は、緊急地震速報の流れを示したものである。

緊急地震速報とは、先に伝わるP波を検知して、主要動

を伝える波であるS波が伝わってくる前に、危険が迫っ

てくることを知らせるシステムである。表にまとめた地震

では、震源からの距離が32kmの地点にある地震計でP波を検知して、その3.4秒後に緊急地震速

報が発表された。緊急地震速報が出されたときに、主要動が到達しているのは震源から何kmまでの

地点か。小数第1位を四捨五入して答えなさい。

9

( )

( )

8

この地震が発生してから7秒後に緊急地震速報が発表されたため、震源から ① kmの地

点では、発表と大きなゆれを観測した時刻が同時であった。地点Bでは、緊急地震速報の発表の

② 秒後に大きなゆれを観測した。

( )

地点

A 40km 15時12分24秒 15時12分29秒

B 80km 15時12分31秒 15時12分41秒

C 120km 15時12分38秒 15時12分53秒

震源から
の距離

P波が到達
した時刻

S波が到達
した時刻

( )

地点

A 10時13分26秒 10時13分28秒 24km

B 10時13分28秒 10時13分31秒 36km

C 10時13分34秒 10時13分40秒 72km

P波の到達
した時刻

S波の到達
した時刻

震源から
の距離

① ( ) ② ( )

地震
発生

P波を検知 緊急地震速報
を発表

地震計 気象庁

見本
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次の表は、地震はどのようなしくみで起こるかについて資料を調べ、わかったことをまとめたものであ

る。これについて、あとの問いに答えなさい。

（1） 下線部について、再びずれる可能性がある断層を何といいますか。

（2） わかったことの内容が正しくなるように、 ① ～ ④ にあてはまる言葉を次のア～エから選

び、それぞれ記号で答えなさい。

ア．隆起 イ．沈降 ウ． 海洋プレート エ． 大陸プレート

右図は、日本列島付近のプレートを模式的に表したも

ので、海洋プレートが大陸プレートの下に沈みこんでいる。

このような地域では、プレートの動きによってそれぞれのプ

レートに大きな力が加わる。プレートがこの力に耐えきれな

くなると、
Ⅰ
プレートの内部の岩石が破壊されたり、

Ⅱ
プレー

トの境界で大陸プレートがはね上がったりすることで、地震

が発生する。これについて、次の問いに答えなさい。

（1） 下線部Ⅰにおいて、過去に地震を引き起こしており、今後も地震を起こす可能性がある断層を何

といいますか。

（2） 下線部Ⅱにおいて、海洋プレートの沈みこみによって発生する地震の震源の深さは、太平洋側から

日本海側に向かってどのように変化するか。簡潔に答えなさい。

11

( )

10

地震発生前 地震発生後 わかったこと

海洋プレートの動き 大陸プレートの動き 点線はもとの位置を表している。

内陸型地震は、大地に力が加わり、断

層がずれることで起こる。

海溝型地震は、 ① が ② の

下に沈みこみ、 ③ した ② の

先端部がもとにもどろうとして急激に

④ することで起こる。

内
陸
型
地
震

海
溝
型
地
震

大地に加わる力

大陸プレート

海洋プレート

( )

日本列島 太平洋日本海

大陸プレート 海洋プレート

( )

① ( ) ② ( ) ③ ( ) ④ ( )見本
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北緯40°付近の日本の下で発生したおもな地震の震源の分布を、模式的に表した図として適当なも

のはどれか。次のア～エから選び、記号で答えなさい。ただし、震源は●で表されている。

ア イ

ウ エ

次の文は、プレートの動きと地震の発生について説明したもの

である。これについて、あとの問いに答えなさい。

（1） 文中の下線部について、日本列島をのせた陸のプレートと、海のプレートのおもな動きを模式的に

表したものとして適当なものを、次のア～エから選び、記号で答えなさい。

ア イ ウ エ

（2） 日本付近で、プレート境界付近を震源とする大きな地震が発生したときに、津波が起こることが多

いのはなぜか。図からわかることを簡潔に答えなさい。

12

13

地球の表面は、プレートとよばれる板状の岩盤におおわれて

いる。日本列島周辺には、右図のように4枚のプレートが存在

し、それぞれが少しずつ動いている。そのため、図の太線で表さ

れているプレートの境界では、一方のプレートがもう一方のプレ

ートから引きずられ、ひずみが生じているところがある。ひずみが

限界に達すると、引きずられたプレートはもとにもどろうとして動

き、プレート境界付近を震源とする大きな地震が起こる。
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